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主体的にコミュニケーション能力の

向上を図る生徒の育成
―段階的な帯活動｢Speaking Challenge｣

における指導と評価の工夫を通して―

特別研修員 長竹 智宏

Ⅰ 研究テーマ設定の理由

グローバル化に対応した英語教育改革が進む中で、学校教育では小・中・高を通じて英語でのコミュニケ

ーション能力を更に強化し、自律した英語学習者、さらには国際社会の中で英語を活用していくことのでき

る人材を育成することが求められている。そこで小・中・高の学びのつながりを意識しながら、中学校段階

での効果的なコミュニケーション活動やコミュニケーション能力の評価の在り方を研究し、主体的にコミュ

ニケーション能力の向上を図ろうとする生徒を育成することは追究する価値のあるテーマであると考えた。

生徒たちの多くは、教師が設定したコミュニケーション活動やスピーキングテストに意欲的に取り組める

が、長期的な見通しの中で、具体的な目標を継続的に意識して学習することはあまりできていない。そこで、

帯活動の継続を軸に、学習の見通しを持ち、自身の目標設定や振り返りを重ねながら、主体的にコミュニケ

ーション能力の向上を図ろうとする態度を育むことで、自律した英語学習者の育成につなげたいと考えた。

Ⅱ 研究内容

１ 研究構想図

＜目指す生徒像＞

コミュニケーション能力の向上を図る生徒

主体的に

コミュニケーション活動に意欲的に取り組める一方で、長期的な見通しや具体的な目標が

なく、自ら継続的にコミュニケーション能力を向上させようという意識は低い。

生徒の

実態

新出表現や既習表現の習熟を図りながら、

コミュニケーション能力の向上を促す

段階的な帯活動「Speaking Challenge」

10段階のコミュニケーションレベルを提示し、
帯活動ごとの自己目標や自己（相互）評価を

記入する「評価カード」

＜手立て１＞ 指導の工夫 ＜手立て２＞ 評価の工夫

「帯活動→単元末タスク→スピーキングテスト」

と見通しを持ち、高まりを実感できる学習活動

帯活動からスピーキングテストまでの一連の

形成的評価による主体的な学習態度の涵養
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２ 授業改善に向けた手立て

主体的にコミュニケーション能力の向上を図ろうとする態度を育成するために、次の二つの手立てを設

けた。

①指導の工夫： 単元の学習を見通し、単元末のゴールにつながる帯活動「Speaking Challenge」で、

新出表現や既習表現への習熟を図りながら、コミュニケーション能力の向上を段階的に促す。

②評価の工夫： 「評価カード」に10段階のコミュニケーションレベルを提示し、毎回の帯活動で

目標設定及び自己（相互）評価 をすることで、主体的にコミュニケーション能力の向上を図る。

単元末において、それまでの帯活動で習得した表現の活用を促すコミュニケーション活動を設定した。

その際に、教科書の内容との関連を図りつつ、生徒がより興味を持って取り組むことのできるタスクを設

定し、４技能を統合した言語活動が１時間の中でできるように配慮した。そして、そのタスクでの取組が

その後のスピーキングテストに生きるようにした。単元の到達目標としてこれらを意識し、「帯活動→単

元末タスク→スピーキングテスト」と生徒が学習の見通しを持ち、学びの高まりを実感しながらコミュニ

ケーション能力の向上を段階的に図れるように、帯活動「Speaking Challenge」で対話練習を継続した。

帯活動を始める際に「評価カード」に載せたコミュニケーションレベルを意識させ、活動後に「今回、

意識したこと」や「次回、意識したいこと」を記録した。また、「評価カード」には、達したレベルの自

己（相互）評価やスピーキングテストの結果も記入した。このように、帯活動からスピーキングテストま

での形成的評価を通して、主体的にコミュニケーション能力の向上を図る学習態度を促した。

段階的な帯活動を単元末タスクやスピーキングテストにつなげる指導は、学期に１回、重点単元を設け

て行った。これは生徒に配付した「CAN-DOリスト」の「話すこと」の到達目標とも関連づけ、中学校３年

間を通して、毎学期継続していくという前提で、より意識を高めて取り組むように促した。また、学期に

一回の重点単元後に、主体的にコミュニケーション能力の向上を図ろうとすることができたかどうかを、

単元ごとの「振り返りシート」で自己評価させた。このシートでは、単元の目標の到達状況や家庭での学

習取組状況も確認し、主体的な学習態度の涵養につながるように支援した。

Ⅲ 研究のまとめ

１ 成果

○ ほぼ全員の生徒が、単元が進む中で、帯活動の10段階のコミュニケーションレベルの数値を向上さ

せた。振り返りの記述からも主体的に向上を図ろうとする態度が感じられた。また、70％以上の生徒

が、帯活動を通して、「自らコミュニケーション能力の向上を図ることができた。」と回答した。

○ 単元末タスクでは、95％以上の生徒が、「Speaking Challengeで練習してきたことをALTへのインタ

ビューで生かせた。」と回答し、ほとんどの生徒が帯活動で学びの高まりを実感できたと言える。

○ スピーキングテストでは、十分満足できる評価を得た生徒の割合が80％以上であった。積み重ねた

Speaking Challengeでの帯活動やそれを生かした単元末タスクがコミュニケーション能力の向上に効

果的であったと言える。

２ 課題

○ 「評価カード」に載せるコミュニケーションレベルを、「CAN-DOリスト」の学年ごとの「話すこと」

の到達目標に合わせて調整することが必要である。また、10段階で提示したコミュニケーションレベ

ルの内容やスピーキングテストの評価方法の妥当性について、今後も検討する必要がある。

○ 「評価カード」に自己評価を書くことが負担とならないようにする。そのために、書式を工夫して

容易に評価できるようにしたり、相手について分かったことを英文で書いて伝える活動をより多く取

り入れたりすることが、限られた授業時間の中では有効だと考える。
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目標

実践例

１ 単元名 Lesson ５ Our New Friend（第１学年・２学期）

２ 本単元について

本単元の学習で、中学校で学習するほとんどの疑問詞が出そろい、コミュニケーションにおいて、より

具体的な問答が可能となる。さらに、代名詞の目的格を学習することで、文のつながりをより意識した表

現や理解が可能となる。新しいALTが２学期に赴任したため、疑問詞を含むQ&Aの知識を活用して、インタ

ビューすることは、お互いをより良く理解するための場面設定として有効であると考えた。そこで、本単

元の終末に、単元末タスクとして、「先生へのインタビューを記事にしよう」というコミュニケーション

活動を設定した。それに向け、帯活動「Speaking Challenge」で疑問詞を含むQ&Aを繰り返し、既習の知

識の確実な定着とコミュニケーション能力の段階的な向上を図る。単元末タスクでは、グループで協力し

てALTに１分間のインタビューをするという「聞く」・「話す」活動を、対話文形式での記事を作成すると

いう「書く」活動、友達の書いた記事を「読む」活動へとつなげる。単元後にはALTとのスピーキングテ

ストとして、１人１分間ずつALTへのインタビューを行う。

以上のような考えから、本単元では以下のような指導計画を構想し実践した。

疑問詞who、when、whereや代名詞目的格の用法を正しく理解し、それらを使ってALTに質問

したいことを考えて尋ねたり、分かったことをもとに対話文を書いたりすることができる。

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 疑問詞who、when、whereや代名詞目的格を含む文を用いて、自然な会話の流れ

への関心・意欲・態度 で積極的に相手とやりとりしようとしている。

評 外国語の 疑問詞who、when、whereや代名詞目的格を含む文を用いて問答したり、分かっ

価 表現の能力 たことを対話文形式で書いたりすることができる。

規 外国語の 疑問詞who、when、whereや代名詞目的格を含む文を理解し、教科書本文や相手

準 理解の能力 が言った英語の内容を適切に理解することができる。

言語や文化に関する 疑問詞who、when、whereや代名詞目的格の用法を正しく理解することができる。

知識・理解

過程 時間 主な学習活動

導入① 第１時 ・疑問詞whoを用いた文の導入

習熟① 第２時 ・Lesson 5-1の内容理解

導入② 第３時 ・代名詞目的格の導入

習熟② 第４時 ・Lesson 5-2の内容理解

導入③ 第５時 ・疑問詞when、whereを用いた文の導入

習熟③ 第６時 ・Lesson 5-3の内容理解

単元末タスク 第７時 ・ALTへのインタビューと対話文作成

３ 本時及び具体化した手立てについて

本時は全７時間計画の第７時に当たる。本単元の新出表現である疑問詞（who、when、where）や代名詞

目的格を活用するとともに、帯活動「Speaking Challenge」で高めたコミュニケーション能力を発揮する

機会として、単元末タスク「先生へのインタビューを記事にしよう」という学習課題を設定した。そこで、

前述した手立て①・②を次のように具体化した。

①指導の工夫

・帯活動の初めに、コミュニケーションレベルの最終段階として、モデル対話を模造紙で確認する。

・単元末タスクでは、帯活動にならってALTへの１分間インタビューをグループで行い、聞き取った

内容のリプロダクション（再現）として、対話文作成を行い、スピーキングテストにつなげる。

②評価の工夫

・帯活動では、促したコミュニケーションレベルに達した生徒や以前よりも向上した生徒を賞賛する。

・単元末タスクでは、帯活動の成果の発揮を促し、生き生きと問答や発表ができた生徒を賞賛する。
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４ 授業の実際

(1) 段階的な帯活動「Speaking Challenge」

＜Q&Aリストについて＞（図１）

・学期に一度の重点単元を決め、その単元の新

出表現と既習表現をなるべく網羅させた。

・Yes/No Questionsと疑問詞で始まる疑問文の

両方を含めた。

・［ ］内の語は入れ替えるものとして示した。

・ALTへのインタビューを見すえ、話題を設定

するとともに、話題ごとに自然な流れの対話

になるように文を並べた。 図１ Q&Aリスト「Speaking Challenge」（抜粋）

＜段階的な指導について＞

・帯活動ごとに次のような段階を踏み、ポイントを伝え、コミュニケーションのスキルアップを促した。

第１段階：教師の後について音読させながら、読みと意味の確認をし、分からないものをなくす。

単元で未習の表現は、確認をした上で、リストで追加する。

第２段階：リストを見ながらすらすらと（目標＝１分間で１０問）、ペアで問答できるようにする。

第３段階：リストから目を離し、Read & Look upをして、アイコンタクトをとれるようにしていく。

第４段階：リストの順番にとらわれず、リストの言葉を替えながら、尋ねたいことを質問していく。

第５段階：相手の発言に対し、反応や感想を加えながら、生き生きと対話ができるようにしていく。

第６段階：自然な対話が続くように（目標＝１分間）、即興的に内容を掘り下げて対話をしていく。

・上記の第２段階以降の帯活動は、授業冒頭の10分間を目安にして、次の①から③の順に行った。

①ポイントの確認

②ペアでの対話練習（左右、前後で互いに問答、１分×４）

③自己（相互）評価の記入

・対話練習では、「学び合いペア」という意図的なペアを作り、

一方をリーダー役にし、学び合いを促した（図２）。 図２ ペアでの練習

・本時の帯活動は上記の第５～６段階で、その後に続くALTへ

のインタビューで扱う話題で練習した。その際に、授業冒

頭でALTとJTEとのモデル対話を模造紙で提示し、自然な対

話の流れや反応や感想を加えることを確認した。左右のペ

アの練習が終わった時点で、ポイントを意識してできた生

徒を賞賛し、続く前後のペアでの練習後、相互評価し、コ

ミュニケーションレベル（図３）が向上した生徒を賞賛し

た。 図３ コミュニケーションレベル

(2) 主体的な学習を促す「評価カード」

・評価カードに10段階のコミュニケーションレベルを

提示するとともに、帯活動とその先の単元末タスク

やスピーキングテストのつながりを明示し、学習の

見通しや目標を持たせ、主体的な学習を促した。

・帯活動ごとに自己（相互）評価と次回の目標設定を

継続することによる、スピーキングテストに向けた

形成的評価を通して、主体的にコミュニケーション

能力の向上を図ろうとする態度の涵養につなげた。

・帯活動を重ねることで、ほぼ全員の生徒がより上の

目標を意識し、「達した段階」を高めた（図４）。 図４ 主体的に向上が図れる評価カード
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(3) 学びの高まりを実感できる学習活動のリンク

・本単元を学期に１回の重点単元とし、新出言語材料の学習と並行させた帯活動「Speaking Challenge」

を「単元末タスク」と関連づけた。それを単元後の「スピーキングテスト」にもつなげることで、一

連の学習活動を有機的につなげ、生徒が学びの高まりを実感できるようにした。

・生徒たちに、ALTへのインタビューやALTについての記事の作成を単元のゴールとして意識させ、それ

に向けて帯活動を重ねた。本時が単元最後の授業で、単元末タスクとして４技能を統合した言語活動

を行った。

・単元末タスクの前半は、「話すこと」と「聞くこと」の活動を組み

合わせた。ALTへの質問を個人で考えた後、グループで協力して質

問を準備し、グループごとに１分間、決められた話題で全員がイン

タビューすることができた。帯活動でのポイントを意識し、対話が

自然な流れになるように内容を掘り下げて質問をしたり、反応や感

想を加えたりして生き生きと対話する様子が見られた（図５）。 図５ インタビューの様子

・単元末タスクの後半は、「書くこと」

と「読むこと」の活動を組み合わせた。

インタビューで分かったことを対話文

形式で英作文することで、本単元まで

に学習した疑問詞を含む疑問文の知識

を活用できるようにした。最後に、こ

の対話文形式で書いた記事をペアで読

み合い、この記事の作成が単元後のス

ピーキングテストにも生かせることを

確認した。また、授業後に、優れた記

事を英字新聞としてまとめ、配付した。

良い作品を読むことで、学習内容の更

なる定着を図るとともに、次なる活動

への意欲付けとなるようにした。 図６ インタビューをもとにした英作文

・単元後のスピーキングテストでは、１人１分ずつ、自分が聞きたい話題でALTにインタビューし、多

くの生徒たちが帯活動や単元末タスクでの取組を生かし、自然な対話の流れを意識して積極的に質問

や反応を加えることができた。単元ごとの自己の到達度や学習状況を振り返る「振り返りシート」（次

頁）でも、多くの生徒が、一連の学習活動で学びの高まりや自身の向上を実感できたことが分かった。

５ 考察

手立て①の指導の工夫に関して、帯活動「Speaking Challenge」と単元末タスク、その後のスピーキ

ングテストとを有機的にリンクさせることは、生徒がコミュニケーション能力の向上を実感しながら、

意欲的に活動に取り組むことにつながり、大変有効であると言える。今後は、中学校３年間だけでなく、

小中高の接続を意識した活動を教科書と関連させて段階的に行うことが、大切になると考える。

手立て②の評価の工夫に関して、帯活動で「評価カード」を使って、提示したコミュニケーションレ

ベルを意識しながら自己（相互）評価や次回の自己目標の記入を継続したことで、生徒は自分の到達状

況に応じて具体的に改善すべき点を意識し、向上心を持って活動に取り組むことができ、主体的な取組

を促すことができた。こうした学習カードで形成的評価をすることは、主体的な学習態度の涵養に効果

的であり、生涯に渡り、自ら学び、成長しようとする自己育成能力の醸成にもつながると考える。

また、英語学習を見通しや目標を持って主体的に継続できる自律した英語学習者を育成する上で、本

単元のような学習活動を３年間を通して継続することが大切である。その意味で、CAN-DOリストや英語

を学ぶ上でのアドバイス等を視覚的に掲載した配付資料「English Passport」（次頁）は有効であり、

今後も活用が望まれる。
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６ 資料

↑ Speaking Challenge

↑ 評価カード ↑ 単元終了後に書く「振り返りシート」

↑資料「English Passport」

（Ａ３版両面資料を折りたたみ、

３年間保存版として配付）

＜↑表面＞

英語学習のガイダンスやアドバイス

＜裏面→＞

生徒向けに工夫したCAN-DOリスト

（重点単元や帯活動についても掲載）


